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税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
地
方
税
で
す
。
年
の
途
中
の
売

買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
所
有
権
が
移
転

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
分
は
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分
を

占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
公
共

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者

と
な
り
ま
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標
準

額
×
税
率
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

税
率
と
課
税
標
準
額
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
税
率

は
１
・
４
％
で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固
定

１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

小
林
孝
明
・
山
口
佑
介　

☎
（
23
）
０
０
３
５

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
よ

う
に
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、

宅
地
の
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
は
、
適
用
後
の
算
定
額
と
な

り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ
い

て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
土
地
﹈

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評
価

価
格
を
基
に
、
宅
地
や
農
地
、
山
林
や

原
野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別
に
定
め
ら

れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

﹇
家
屋
﹈

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け
る
家
屋
調
査

に
基
づ
い
て
算
定
し
た
価
格
に
、
経
過

年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
す
。

﹇
償
却
資
産
﹈

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に
応
じ

た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま
す
。

子
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中
の

家
族
が
安
心
し
て
働
い
た
り
、
育
児
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
地
域
の
会
員
同
士
が

活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

す
る
会
員
で
す
。
資
格
や
経
験
は
問

　

い
ま
せ
ん
。

　

会
員
登
録
後
に
「
ま
か
せ
て
会
員
研

　

修
」　
（
10
時
間
程
度
）
を
受
講
す
る

　

た
め
、
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き

　

ま
す
。

★
両
方
会
員

　

お
ね
が
い
・
ま
か
せ
て
会
員
の
両
方

　

に
登
録
す
る
会
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や
、

　

急
な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・

　

通
院
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が

　

外
出
し
た
際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

や
習
い
事
の
送
迎　

な
ど

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

①１月22日金午前　子どもの発達と栄養
　　　　　　　　　子どもに起こりやすい事故と予防
②２月１日月午前　乳幼児救急法
③２月12日金午前　親・子・託児者がともに良い時間を
　　　　　　　　　過ごすためには
⑤２月19日 午前　楽しい！ ふれあい遊び
⑥３月12日金午前　安全運転講座

＊講師の都合などにより内容が変更になる場合があります。
　研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポート・センター
　（☎ 0077）まで問い合わせてください。

［研修会場］　さざんか

★
お
ね
が
い
会
員
（
援
助
を
頼
み
た
い
人
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳
（
お

　

お
む
ね
生
後
４
カ
月
）
か
ら
小
学
校

　

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

　

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

　

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

　

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

★
ま
か
せ
て
会
員
（
援
助
を
行
い
た
い
人
）

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

　

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
活
動
を

相
談

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
う
ま
い
話
」
に
ご
注
意
を

■
事
例
１

　
「
近
所
の
排
水
管
の
点
検
を
し
て
い

る
。
点
検
は
無
料
だ
」
と
の
電
話
が
あ

り
、「
無
料
な
ら
」
と
依
頼
す
る
と
「
管

が
汚
れ
て
い
る
」「
管
が
割
れ
て
い
る
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
高
額
な
契
約
を
勧
め

ら
れ
た
。

■
事
例
２

　

過
去
に
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て

「
土
地
を
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
土
地
を
売
る
手
続
費
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
を
付
け
て
金
銭
の
支
払

い
を
要
求
さ
れ
、
支
払
っ
た
ら
業
者
と

連
絡
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

■
事
例
３

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
簡
単
に
も
う
か
る
投
資
」

「
楽
し
て
も
う
け
る
話
」
を
誘
わ
れ
た
。

注
意
点

○
事
例
１
、２
の
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

　

オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
正
し
い

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
信
頼
で
き
る
情

　

報
か
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○「
今
だ
け
無
料
」「
楽
し
て
も
う
け
る
」

　

な
ど
、
お
い
し
い
話
に
は
裏
が
あ
り

　

ま
す
。
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
一
度
結
ん
だ
契
約
は
、
勝
手
に
や
め

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
契
約
前
に

　

相
手
先
や
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
困
っ
た
時
は
相
談
員
が
解
決
の
方
法

　

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
諦
め
ず
に
市

　

民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

　

さ
い
。

年
末
に
増
え
る
訪
問
販
売
業
者
に
注
意

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

田
義
明　

☎
（
23
）
０
０
８
８

おねがい
会員

まかせて
会員

センター

依
頼

依
頼

オンライン相談を開始します

新型コロナウイルス感染症対策のため、インター
ネットを利用したオンライン相談を開始します。
市民相談センターに来所しなくても、ご自宅か
ら無料アプリ「Z

ズ ー ム

oom」を利用して相談すること
ができるようになります。
利用方法など、詳しくは広報まきのはら2021年
１月号でお知らせします。

新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が大幅に減少した中小事業者等（中小企業
者・小規模事業者）が所有する固定資産について、令和３年度の固定資産税を軽減します。
詳細は市のホームページにも掲載していますので、併せてご覧ください。

該当者と軽減率
中小事業者等のうち、令和２年２月から10月までの任意の連続する３カ月間の事業収入
が、前年同期間と比較して30％以上50％未満減少した場合は２分の１に、前年同期間と
比較して50％以上減少した場合はゼロに軽減されます。
＊複数の事業を営んでいる場合、すべての事業に係る収入の合計額での比較となります。

軽減対象資産
中小事業者等が所有する事業用家屋および設備などの償却資産に対する固定資産税

申告までの流れ
該当となる中小事業者等は、認定経営革新等支援機関等（税理士や商工会など）に事業
収入の減少幅を確認してもらってください。確認後、認定経営革新等支援機関等に申告
書を発行してもらい、必要書類などを添付し、市税務課へ申告します。

申告期限
令和３年２月１日月

新型コロナウイルス感染症の影響により事業収入が減少した皆さまへ
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介
護
研
修
修
了
生
が
活
躍
中
！

あ
な
た
も
一
緒
に
「
ぷ
ち
ア
ル
バ
イ
ト
」
し
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

中
村
佳
乃
子　

☎
（
23
））

０
０
７
６

歴
史
シ
リ
ー
ズ
連
載
「
感
染
症
の
郷
土
史
」
③

『
蕉し

ょ
う

園え
ん

渉し
ょ
う

筆ひ
つ

』
に
見
る
蛔か

い

虫ち
ゅ
う

（
回
虫
症
）
の
患
い

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

長
谷
川
倫
和　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

広
報
８
月
号
の
第
１
回
で
紹
介
し
た
コ
レ

ラ
は
菌
、
９
月
号
の
第
２
回
で
紹
介
し
た
麻

疹
（
は
し
か
）
は
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る

感
染
症
で
す
。
し
か
し
か
つ
て
の
日
本
で
は
、

菌
と
も
ウ
イ
ル
ス
と
も
違
う
別
の
要
因
の
感

染
症
も
、
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

田
沼
意
次
侯
の
失
脚
後
、
荒
廃
し
た
郷
土

の
復
興
に
尽
力
し
た
名
代
官
・
小こ

島じ
ま

蕉し
ょ
う

園え
ん

は
、

そ
の
著
書
『
蕉
園
渉
筆
』
の
中
で
、
次
の
よ

う
な
記
述
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
―
遠
州
蛔
虫
を
患
う
、
相
良
波
津
最
多
し
、
書

画
器
物
を
触
み
食
物
も
亦
貪
る
、
家
人
之
を
憎
ん

で
日
に
撲
殺
す
れ
ど
も
尽
き
ず
、
大
き
さ
都
下
の

種
に
比
し
て
二
三
倍
、
称
し
て
曰
く
大
坂
虫
、
近

時
大
坂
の
賈
船
灘
中
に
漂
泊
し
て
此
れ
に
蕃
殖

し
、
竟
に
闔
州
に
及
ぶ
と
云
う
、（
一
相
良
民
牧

之
船
中
大
群
行
李
に
付
き
宿
舎
に
至
る
）

　

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
人
手
不
足
を
解
消
す
べ
く
、

元
気
な
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

介
護
の
入
門
的
研
修
と
１
回
２
時

間
程
度
の
「
ぷ
ち
ア
ル
バ
イ
ト
」

と
し
て
の
就
労
支
援
を
組
み
合
わ

せ
た
事
業
を
、
令
和
元
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
７
月
末
か
ら
９
月

上
旬
に
か
け
て
研
修
を
実
施
し
、

14
人
が
受
講
。
10
月
時
点
で
３
人

が
就
労
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
修
了
生
は
、
市
内
の
介
護

事
業
所
で
、
配
膳
・
下
膳
と
い
っ

た
食
事
の
準
備
や
自
宅
ま
で
の
送

迎
の
運
転
手
な
ど
、
利
用
者
の
身

体
に
触
れ
な
い
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

商
工

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
経
営
が
悪
化
し
た
中
小
企
業
者
の

支
援
策
と
し
て
、静
岡
県
制
度
融
資
「
経

済
変
動
対
策
貸
付
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
枠
）」
を
利
用
し
た
中

小
企
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
金
に
係
る

利
子
相
当
額
を
対
象
と
し
て
「
利
子
補

給
金
」
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
中
に
対
象
と
な
る
資
金
を

借
り
入
れ
、
令
和
２
年
12
月
末
日
ま
で

に
返
済
を
開
始
し
た
人
を
対
象
に
「
利

子
補
給
金
」
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
者

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
者

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
・
５

　

号
、
危
機
関
連
保
証
の
い
ず
れ
か
の

　

認
定
を
牧
之
原
市
か
ら
受
け
、
各
保

　

証
に
よ
り
令
和
２
年
３
月
18
日
以
降

　

に
、
静
岡
県
制
度
融
資
「
経
済
変
動

　

対
策
貸
付
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
対
応
枠
）」
の
貸
付
け
を
受
け

　

て
い
る
こ
と

②
原
則
と
し
て
、
市
内
で
１
年
以
上
継

　

続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
会
社
ま

　

た
は
個
人

③
市
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
営
悪
化
に
対
す
る
支
援
／
設
備
投
資
に
対
す
る
支
援

市
が
中
小
企
業
者
の
借
入
れ
利
子
を
補
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課　

山
崎
広
幹　

☎
（
53
）
２
６
４
７

補
給
率

　

１
・４
％
以
内
（
静
岡
県
が
利
子
補
給

す
る
分
に
上
乗
せ
し
、
市
が
残
り
の
利

子
を
全
額
補
給
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
１
年
以
内

必
要
書
類

①
交
付
申
請
書

②
請
求
書

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る
も

　

の
（
信
用
保
証
決
定
の
お
知
ら
せ
の

　

写
し
な
ど
）

④
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の
（
返

　

済
予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

⑤
令
和
２
年
中
の
月
々
の
利
子
の
支
払

　

い
が
確
認
で
き
る
も
の
（
利
息
引
落

　

し
預
金
通
帳
の
写
し
、
返
済
証
明
書

　

な
ど
）

⑥
そ
の
他
必
要
書
類

　

市
や
県
、
政
府
系
金
融
機
関
な
ど
の

公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し
、
事
業
用

の
「
設
備
」
を
購
入
し
た
中
小
企
業
者

に
、
そ
の
資
金
に
係
る
利
子
相
当
額
を

対
象
と
し
て
「
利
子
補
給
金
」
を
交
付

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
中
に
対
象
と
な
る
資
金
を

借
り
入
れ
、
新
た
に
「
設
備
」
を
導
入

し
、
令
和
２
年
12
月
末
日
ま
で
に
返
済

を
開
始
し
た
人
を
対
象
に
「
利
子
補
給

金
」
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
て
、

市
税
に
未
納
が
な
い
中
小
企
業
者

対
象
資
金

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
融
資
制
度

に
よ
り
借
り
受
け
た
設
備
資
金
。
た
だ

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
支
援
（
特
別
利
子
補
給
制
度
な

ど
）
に
よ
り
、
実
質
的
に
無
利
子
化
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

①
政
府
関
係
融
資
制
度

②
静
岡
県
融
資
制
度　

＊
国
連
携
新
型

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
貸
付

　

お
よ
び
経
済
変
動
対
策
貸
付
（
新
型

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
枠
）

　

を
除
く

③
牧
之
原
市
小
口
資
金
融
資
制
度

④
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

交
付
額

　

借
入
金
額
の
１
％
以
内
（
限
度
額

10
万
円
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
３
年
以
内

必
要
書
類

①
交
付
申
請
書

②
請
求
書

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る
も

　

の
（
信
用
保
証
決
定
の
お
知
ら
せ
の

　

写
し
な
ど
）

④
設
備
投
資
の
内
容
と
支
払
い
が
確
認

　

で
き
る
も
の
（
契
約
書
や
請
求
書
、

　

領
収
書
、
支
払
い
預
金
通
帳
の
写
し

　

な
ど
）

⑤
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の
（
返

　

済
予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

⑥
令
和
２
年
中
の
月
々
の
利
子
の
支
払

　

い
が
確
認
で
き
る
も
の
（
利
息
引
落

　

し
預
金
通
帳
の
写
し
、
返
済
証
明
書

　

な
ど
）

⑦
そ
の
他
必
要
書
類

﹇
共
通
事
項
﹈

受
付
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日
月
〜
15
日
金

　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
水
曜

　

日
の
み
午
後
７
時
）

　

＊
土
日
祝
日
を
除
く

会
場

　

商
工
振
興
課
（
相
良
庁
舎
２
階
）

申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
用
意
し
、
受
付
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
交
付
申
請
書
と
請
求
書
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

る
ほ
か
、
商
工
振
興
課
の
窓
口
で
も

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
遠
州
地
方
の
人
々
は

「
蛔
虫
」
す
な
わ
ち
回
虫
症
を
患
う
人
が
多
く
、

相
良
や
波
津
で
は
特
に
多
か
っ
た
と
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
大
阪
の
商
船

が
漂
泊
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

回
虫
は
、
主
に
小
腸
に
寄
生
す
る
人
体
寄

生
虫
の
一
種
で
、
雄
は
体
長
15
〜
20
㌢
㍍
、

雌
は
20
〜
30
㌢
㍍
程
度
ま
で
成
長
し
ま
す
。

感
染
す
る
と
、
食
欲
不
振
や
腹
痛
、
嘔
吐
な

ど
の
消
化
器
症
状
に
襲
わ
れ
、
多
数
寄
生
さ

れ
た
場
合
は
、
肺
炎
や
胆
の
う
炎
、
腸
閉へ

い

塞そ
く

な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

回
虫
症
は
、
野
菜
や
果
物
な
ど
に
付
着
し

た
回
虫
の
卵
を
摂
取
す
る
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
衛
生
管
理
が
整
い
、
人
ふ

ん
肥
料
を
使
わ
な
く
な
っ
た
現
代
日
本
で

は
、
感
染
す
る
心
配
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、そ
う
し
た
環
境
が
未
整
備
だ
っ

た
昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
国
民
の
半
数

が
感
染
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
一
般
的

な
感
染
症
で
し
た
。
年
配
の
皆
さ
ん
は
、
回

虫
の
こ
と
を
「
え
む
し
」
と
い
っ
て
、
カ
イ

ニ
ン
ソ
ウ
な
ど
虫
下
し
の
薬
を
飲
ん
だ
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

感
染
症
と
い
え
ば
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
ば

か
り
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
寄
生
虫
も
ま
た
人

類
が
闘
っ
て
き
た
感
染
症
の
大
き
な
原
因
で

し
た
。
私
た
ち
が
寄
生
虫
に
悩
ま
さ
れ
な
く

な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
か
ら
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

小島蕉園著『蕉園渉筆』
（市史料館所蔵）

修了生の声

――今、どのようなお仕事をしていますか？
デイサービスの送迎運転手として、１日２便、午後３時30分～午
後５時までの時間で働いています。

――実際に働いてみてどうですか？
今は、利用者の顔や名前などを覚
えるのに精一杯ですが、子どもた
ちの下校時間と重なることもある
ので、早く道を覚えて、安全運転
を第一に頑張ります！

■次年度に向けて
介護事業所からは「夕方や送迎時など、まだまだ人手が欲しい時
間帯ややってもらいたい仕事がある」という声が聞かれます。
そこで次年度からは、さらに介護現場の人手不足解消につなげる
べく、介護現場が「必要としている手伝い」を明確にし、その内
容に沿った研修受講生を募集する予定です。詳細が決まり次第、
広報まきのはらやホームページなどでお知らせします。

送迎の様子


